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暑いなー！今年も阿波踊り

の季節じゃな！

踊る方も、見る方も、脱水に

ならんように気を付けてい

かんかい！

　平成29年４月～、地域医療連携室に「退院調整看護師」が配属されました。退院調整看護師は、医療ソーシャル
ワーカー（MSW）と協働し入院する前から退院後も含め、入院生活、在宅生活の不安や課題、希望などをもとに患
者さんに寄り添い支援していく役割を担っています。
　東徳島医療センターでは、看護師と社会福祉士という専門のスタッフが入院前から患者さんやその家族へ関わる
ことにより、当院への入院から退院、そして退院後の生活まで安心かつ安全に過ごすことが出来るように取り組ん
でいます。「こんな時はどうしたらいいのだろうか？」、「ちょっとしたことだけど教えてほしい」、「入院したらお金
は？」、「退院後の生活が不安･･･」等々、数多くの不安や困りごとが出てくることがあると思います。そのような時
は、気軽に私たち、地域医療連携室のスタッフをお尋ねください。� （医療社会事業専門員／大森　和幸）

事務助手：國金（後列左）、事務助手：岩瀬（後列右）
MSW：大森（前方左）、退院調整看護師：笹川（前列中央）、MSW：山西（前列右）

　やさしい笑顔と　よりそう医療

地域医療連携室からのお知らせ
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　平成25年度から始まっている国の健康施策である「第二次健康日本21」の具体的な運動目標として、ロコモティブシ
ンドローム（ロコモ）の一般国民の認知度を2022年までに80％まで引き上げることになっています。
　ロコモは日本語では、運動器症候群といい、骨、関節、筋肉などの運動器の障害により、歩行機能が低下し、要介護
状態や要介護になる危険性の高い状態を言います。
　チェック項目（ロコモチェック）としては、以下の
　１．片足立ちで靴下が履けない
　２．家の中でつまずいたり滑ったりする
　３．階段を昇るのに手摺りが必要である
　４．横断歩道を青信号で渡りきれない
　５．15分くらい続けて歩けない
　６．２kg程度の買い物（１Lの牛乳パック２個程度）
をして持ち帰るのが困難である

　７．家の中のやや重い仕事（掃除機の使用、布団の
上げ下ろしなど）が困難である

という７つで、このうち１項目でも当てはまればロコモの危険性があります。
　対象患者数は3000万人とも4000万人とも言われています。
　ロコモチェックは誰でも間単に、ロコモであるかどうかを自己診断できるように考えられたものです。ロコモに該当
するようでしたら、早期よりロコモーショントレーニング（ロコトレ）を実施してもらうことが望まれます。

　骨や筋肉の量のピークは20～30才代だということを
ご存知でしょうか？
　骨や筋肉は適度な運動で刺激を与え、適切な栄養を摂
ることで、強く丈夫に維持されます。
　弱った骨や筋肉では、40才代・50才代で身体の衰えを
感じやすくなり、60才代以降、思うように動けない身
体になってしまう可能性があります。

　また、高齢者では、
腰椎の椎間板や膝関節
の軟骨に変性が既に始
まっている場合が多い
と言われています。ま
た、１人の個人に複数
の運動器疾患が複合し
ていることが多いのも
特徴です。１つの症状

を診断し、それに対処するという従来の方法だけでは対
応が困難となることが予想されます。
　この為、トレーニングの基本は、足腰の筋力強化・バ
ランス力の強化と同時に、膝、腰に過剰な負荷にならな
いことが大切です。
　つまり、高齢者の運動器障害は、単なる運動不足では
ないという点が重要です。
　これらの条件を満たし、家庭でも簡単にできる方法と
して、開眼片足立ち訓練とスクワットをお勧めしていま
す。� （整形外科／平野　拓志）

日時 �2017年８月４日㈮　午前11時～午後２時

場所 �第二会議室（二階）

内容 �『糖尿病３分間ラーニング』� 林消化器部長
	 『	夏バテ・脱水予防を目指して知っておこう！	

あなたにあった水分補給法』� 管理栄養士
� ※試食会（400円／材料費込）
� 　筆記用具をお持ちください

知っていますか
ってロコモティブシンドロームロコモティブシンドローム

２
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　気温の高い日に野外に出ると汗をかきます。冷えた清涼飲料水は口当たりがよく、
つい飲みすぎてしまいがちです。しかし、多量の糖分を含む清涼飲料水を飲み過ぎ
ると「ペットボトル症候群」を引き起こす場合があるので注意が必要です。
　ペットボトル症候群は、正式には「ソフトドリンクケトーシス」という病気です。
糖分を多く含む清涼飲料水を大量に飲むことで高血糖になり、そのために喉が渇い
て、また清涼飲料水を飲むという行為を繰り返し、著しい高血糖となってケトーシ
ス（身体のだるさ、腹痛や嘔吐、場合によっては意識障害から昏睡を起こす）に至
る病気です。

　清涼飲料水に含まれている糖分は、体内への吸収が早いです。コーラやジュース、缶コーヒーなどは糖分が約10％
（500mlに角砂糖約12個）含まれています。スポーツ飲料でも５～６％（500mlに角砂糖約６～８個）含まれています。
結構、糖分がたくさん含まれていると思いませんか。

　汗をたくさんかいた時は、電解質の入ったスポーツ飲料を飲むのもいいと思います。ペットボトル症候群を予防する
ためには、糖分のたくさん入った清涼飲料水やジュースを水代わりに飲まず、喉が渇いたら、お茶か水を飲むようにし
ましょう。喉が渇く、美味しいといって清涼飲料水をがぶ飲みしないように、飲む量に気をつけてくださいね。
� （糖尿病看護認定看護師／大花美千代）

肥満傾向があり、 

糖尿病の診断を受けていない。 

また喉が渇くという症状が 

高血糖からくるものであることを 

知らない患者さんが 

なりやすいです。

ペットボトル症候群�
� に注意！

暑い日は



看護学校便り
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《今月号編集委員》　　　堺　千賀子／堀口　聡子／日下　成美／宮井　大輔／松瀬　由里子

　野老朝雄さんがデザインした東京オリンピック・パラリンピック公式エンブ
レムは日本の伝統色である藍色で日本らしさを描き、「JAPAN�BLUE」として
注目を集めています。また、徳島県においても同氏がデザインしたロゴマーク
「藍とくしま」、「組

くみ

藍
あい

海
がい

波
は

紋
もん

」が国内外に向けて阿波藍PRの大きな旗印として
活用されています。
　阿波藍の魅力が再認識される今、当院の重症心身障害児（者）病棟に入院さ
れる患者様にも、その美しさと文化を体験していただきたいと考え、６月に実
施した社会見学は「技の館（上板町）」で藍染め体験を行いました。
　藍染め体験では、講師の方々から絞り染めの方法や工程を丁
寧にご指導いただき、患者様は職員と一緒に模様のイメージを
膨らませながら作業に取り組みました。できあがった作品は、
患者様の想いを藍色の深みや美しさで表現した素晴らしいもの
で、体験を終えた患者様は徳島の伝統文化に触れたことや、自
分色に染まった「世界に一つだけのハンカチ」にとても満足さ
れていました。
　なお、今回、制作した藍染め作品は、今年10月に予定され
ている第23回徳島障害者芸術祭エナジー2017への出展を予定
しています。今後も、重症心身障害児（者）病棟に入院する患
者様の地域社会や文化との交流の機会を確保し、社会見学や院
内行事などの活動を通じて主体的に社会参加ができるよう支援
していきます。� （療育指導室　主任児童指導員／佐々木祐二）

　６月21日～23日に人間関係論の講義で国立淡路青少年交流の家に宿泊研修に行きました。
　１日目の、「カウンセリングマッサージ」では、相手への思いやりについて学びました。
自分がどれだけ相手のことを考えていても
力加減は人それぞれであり、一番大切なの

は本人に聞くことです。自分の気遣いが相手にも伝わってしまうと知り、看
護師を目指している私にとって大きな気付きになりました。「スキスキゲー
ム」では自分の嫌いなところを相手に打ち明け、認めてもらうということを
しました。普段は、なかなか言えないことも不思議とあの空間では言えまし
た。
　２日目は、聴くということについて学びました。私たちは常に聴いたり話
したりしていますが、実は聴くということが一番難しいことを知りました。
私の言葉に静かに耳を傾け、真剣に話を聴いてくれる姿があって、安心と信
頼感を感じ心が温かくなりました。また、黙ってただ相手の言葉に耳を傾けることの難しさを知り、単に励ましの言葉や

労いの言葉をかけるのではなく、「聴いている」という真剣
な姿を見せることが大事だと学びました。「鯉の滝登りゲー
ム」では一人ではできないことを協力し声を掛け合い、心を
一つにして頑張ることの楽しさを学ぶことができました。
　３日目は「アイコンタクト」をしました。何も言わなくて
も自分のことを見つめてもらえているだけで理解し、肯定し
てくれているように感じました。
　この３日間はプログラムの内容だけが研修ではなく、クラ
スメートとも絆が深まりました。これからの学生生活では、
一人でできないこともみんなで乗り越えていけるような気が
しました。この思いを忘れず、３年間みんなで協力して過ご
していきたいと思います。� （看護学校／１年生）

宿泊研修

“阿波藍の魅力”を体験してきました！


